
【農林水産部】

機関数 職員数 機関数 職員数 機関数 職員数 機関数 職員数 機関数 職員数

農林 10 405 11 414 11 384 10 334 0 ▲ 71

水産 4 99 3 77 3 70 3 61 ▲ 1 ▲ 38

合計 14 504 14 491 14 454 13 395 ▲ 1 ▲ 109

機
関
数
の
説
明

機関数 職員数 機関数 職員数 機関数 職員数 機関数 職員数 機関数 職員数

42 1,677 41 1,661 33 1,663 28 1,272 ▲ 14 ▲ 405

機
関
数
の
説
明

主な所掌事務
平成２２年度

部門

出先機関

増減（H22-H11)

増減（H22-H11)

平成１２年度

平成１２年度

本庁

◎Ｈ１２年度（▲１）
　・北総農業開発事務所（廃止）
◎Ｈ１３年度（＋４）
　・１０農業改良普及センター（支庁から）
　・農業試験場＋暖地園芸試験場＋農業化学検査
　　所＋原種農場→農業総合研究センター
　・畜産センター＋乳牛試験場＋乳牛育成牧場
　　→畜産総合研究センター
　・家畜衛生研究所（廃止）

◎Ｈ１５年度（▲１）
　・漁業研修所（廃止）
◎Ｈ１６年度（▲１１）
　・１０土地改良事務所＋
　　１０農業改良普及センター＋
　　両総用水管理事務所
　　→１０農林振興センター

◎Ｈ１７年度（▲３）
　・２水産試験場＋２栽培漁業センター
　　→水産総合研究センター
◎Ｈ１９年度（▲１）
　・病害虫防除所（農業総合研究センターに統合）
◎Ｈ２１年度（▲１）
　・農業総合研究センター＋森林研究センター
　　→農林総合研究センター

知事部局における機関数・職員数の推移

平成１６年度平成１１年度 平成２２年度

平成１６年度平成１１年度

農協等の指導等、生産販売振興、担い手支援、適正
表示啓発、農地転用許可、土地改良事業、中山間地
域農業振興、畜産業振興、森林振興・整備

漁業取締、水産業振興、漁場環境保全、漁
港の建設・管理

【部】
◎Ｈ１２年度
　・農林部＋水産部→農林水産部
　　　　　　　　　　　　　　＜水産局＞

　　　【農林部門】
　　　◎Ｈ１２年度（＋１）
　　　　・団体指導課、農林振興課（新設）
　　　　・園芸課＋農産課→園芸農産課
　　　◎Ｈ２０年度（▲１）
　　　　・林務課＋みどり推進課→森林課

【水産部門】
◎Ｈ１２年度（▲１）
　・漁政課、水産課、栽培漁業課
　　→水産課、漁業資源課
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